
 

 

 

平成 21 年９月 11 日 

 

各      位 

 

会 社 名 株式会社ハイレックスコーポレーション 

代表者名 取締役社長     寺 浦    實 

（コード番号        7279      大証第二部 ） 

問合せ先 経理担当執行役員  清 水 純 一 

（ＴＥＬ            0797  ―  85 ―  2500 ） 

 

業績予想の修正および特別損失に関するお知らせ 

 
 最近の業績動向を踏まえ，特別損失の計上並びに平成21年６月５日に公表した平成21年 10月期（平
成 20 年 11 月１日～平成 21 年 10 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせ
いたします。 
 

記 
 
 
１ 平成 21 年 10 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年 10 月 31 日） 

   （単位：百万円未満切捨て，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 86,300 △10 △470 △1,520 △40 円 02 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 92,700 1,600 880 △800 △21 円 06 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 6,400 1,610 1,350 720 －

増 減 率            （％） 7.4 － － － －

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 10 月期） 

132,949 8,274 8,963 7,156 188 円 14 銭

 
２ 平成 21 年 10 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年 10 月 31 日） 

（単位：百万円未満切捨て，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 43,400 △330 370 △2,770 △72 円 91 銭

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 46,900 720 1,160 △4,300 △113 円 17 銭

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 3,500 1,050 790 △1,530 －

増 減 率            （％） 8.1 － 21.4 － －

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年 10 月期） 

72,198 3,591 3,926 2,091 54 円 96 銭

  

３ 業績予想修正の理由 

（１）連結業績について 

 平成 21 年 10 月期通期の連結業績は、平成 21 年６月５日の公表後に自動車市場の在庫調整一巡
により、若干の回復基調に転じたことの受注増加を織り込んでおります。 
 また、保有社債につき発行会社の財務内容悪化が見込まれましたので、特別損失で貸倒損失を計
上致しました。 

 



（２）個別業績について 
 平成 21 年 10 月期通期の個別業績における営業、経常段階の利益増加は、連結ベースの自動車
市場の動向を概ね反映したものでありますが、当第４四半期（平成 21 年８月１日～平成 21 年 10
月 31 日）では、次の「５ 海外子会社に対する特別損失について」に記載の通りグローバル財務
体質の改善をねらいとして、一部海外子会社に対する債権（貸付金）の放棄を織り込んでおりま
す。 

 
４ 投資有価証券評価損について 

 当第３四半期（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年７月 31 日）の連結業績並びに個別業績におき
まして、株式市場における株価低迷並びに在外子会社の純資産の評価替えによる損失の影響を受け、
投資有価証券評価損を下表の通り計上しました。（個別業績で計上した子会社に対する投資有価証
券評価損は連結業績では消去されるため、連結業績に対する影響はありません。） 

なお、当第２四半期（平成 20 年 11 月１日～平成 21 年４月 30 日）の増減額は下表の通りで、
減少は株式市場の回復基調を反映したものであります。 

当第４四半期（平成 21 年８月１日～平成 21 年 10 月 31 日）では、今後の株式市場の動向は不
透明で、再度の下落も予想されることから、当該評価損は再度発生するものとして当期業績予想に
織り込んであります。 
 

（単位：百万円未満切捨て） 

 連結業績 個別業績 

当 第 ３ 四 半 期 （ Ａ ）
（子会社に対する投資有価証券評価損） 

288 

(   －) 

2,560 

(2,271) 

当 第 ２ 四 半 期 （ Ｂ ）
（子会社に対する投資有価証券評価損） 

1,314 

(   －) 

3,586 

(2,271) 

増  減  額（Ａ－Ｂ） 
（子会社に対する投資有価証券評価損） 

△1,026 

(   －) 

△1,026 

(   －) 
 
５ 海外子会社に対する特別損失について 

 親会社と当該子会社間の債権（貸付金）と欠損金（財務上）は次の通りであります。 
 

Ｎｏ 会社名 所在地 
平成 21 年７月末現在
債権（貸付金）残高

平成 21 年７月末現在 
欠損金（財務上）の状況

１ HI-LEX MEXICANA,S.A.DE C.V. メキシコ 12.1 億円 △17.4 億円 

２ HI-LEX CABLE SYSTEM CO.,LTD. 英国 6.3 億円 △2.5 億円 

― 計 ― 18.4 億円 △19.9 億円 

  
 上記検討の両海外子会社は当社のグローバル事業展開上、米州及び欧州の中心として位置づける
ものでありますが、両海外子会社に対する債権放棄により財務上の体力を回復させ、その地域にお
ける本来の使命を果たすことが出来るものと考えております。なお、これに伴ない発生する特別損
失（18 億４千万円）は、当期業績予想に織り込んでおります。 

 

以  上 


